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あ る situation や , 文 脈 に 応 じ て formal 









































































































































るformal knowledgeに至る。  
図１  Gravemeijer et al.(2000)の図式  
４．２．Van den Heuvel-Panhuizen(2003)















さえも model として目的に適う。 



















































図５  もとの値段を計算するために用いられ 
る帯図 













































の model で あ り ， そ こ か ら は ， formal 
knowledge(1) へ と 向 か っ て Van den 
Heuvel-Panhuizen(2003)の図式と同じよう
にmodel-ofとmodel-forが繰り返される。具
体 的 に 示 す と model-of(1-1-1) の 次 に
model-for(1-1-1) (括弧の中の三番目の番








な わ ち ， formal knowledge(1) に 対 し て
situation(1-1) ， situation(1-2) ， … ，
situation(1-n)と複数の situationを設定する
のである。 formal knowledge(2)は， formal 
knowledge(1) に 対 し て 更 に 洗 練 さ れ た
formal knowledge で あ り ， 同 様 に formal 
knowledge(3)， formal knowledge(4)，…，





2016年２月 12日～３月 15日までの間に， 
新潟県公立小学校の４年生２人を調査参加





Nao と Kei の学習過程を捉えることとした。
なお，本稿では Nao の学習過程について分
析，考察する。また，インタビューアーは







表１ 調査で扱った situation 
Situation 
(1-1) ２m で 170円の赤のリボンがありま
す。このリボン 14m の代金はいくら
ですか。 
(1-2) １m で 80 円の黄色のリボンがあり
ます。この黄色のリボン 3.2m の代
金はいくらですか。 
(2-1) 青いリボンが 15m あります。一人に
2.5m ずつ配ると何人に配ることが
できますか。 
(3-1) 2.5m で 200 円の黄色のリボンがあ
ります。この黄色のリボン３m の代
金はいくらですか。 
(3-2) ２ℓ で 390 円の牛乳と 1.6ℓ で 360
円の牛乳があります。この２つのう
ち，どちらの牛乳がお得ですか。 
(4-1) 親ライオンは 63kg です。これは，
子ライオンの体重をもとにすると，
1.5 倍にあたります。子ライオンは






で，170×4 を立式し 680 を求める。  
Nao : あっそっかー，７だった．４にしち
ゃったよ，170×4 にしちゃったよ。 
T : なんで４にしたの？ 













目した。Nao は，「１m が 14 個で 14m だか
ら」と発言し， 85×14 を立式することで






に基づいて 3.2×80 を立式し，2560 を求め




1)である。次に Nao は，Kei の考えを受け
たり，実際にリボンに印をつけたりするこ
とで，3.2m を３m と 0.2m に分けて考え， 
80×0.2 を立式することで 16 円を求めた。
最後に Nao は，３m の代金 240 円と 0.2m
の代金 16 円を足し合わせ 3.2m の代金 256
円を求めた。これは，小数を整数と純小数
に分けて捉える model-for(1-2-1)である。  
Nao がリボンを表す図を描いていたため，
T は数直線シートを導入した。Nao は，比
例的な考え(１m は 80 円，２m は 160 円，
３mは 240円)を基に数直線シートに線を引
き，さらに 3.2m の上に 256 を記入した。
これは，図としての model-of(1-2-2)である。
 T が Nao と Kei に 3.2m は１m の何倍で
あるかを尋ねると，Nao は 3.2m の代金が１








図７  Nao が描いた図  
situation(2-1)では，formal knowledge(2)
(15÷2.5＝6(人))の形成が目指されていた。
Nao は，2.5 を四捨五入し３とし，15÷3 を
立式し仮商５をたてた。これは，既習の(整
数)÷(整数)に基づいた model-of(2-1-1)で
ある。その後 Nao は，「2.5×5 をして 12.5
になって，でそしたら 12.5 ならもう一回足
せばいいんだって 15 になりました。」と発





















ートに 63kg で 1.5 倍と□kg とを記入し，
続けて 1.5 倍の矢印を記入した(図８)。  
図８ Nao が描いた図  









Nao : 4.2kg はやせすぎだよ…，ちょっとま
って(4.2×1.5 と 42×1.5 とを立式)。 
T : この計算は確かめるためにしたの？  
Nao : 確かめ算なのかな…だって 4.2kg は
やせすぎだもん。  
 Nao は，立式した□×1.5＝63 と 630÷15
＝42 とをしばらく見比べた後，4.2×1.5 と
42×1.5 とを立式し 6.3kg と 63kg とを求め
ることで，6.3kg が誤りであることに気付
いた。Nao は，乗法の model を用いて捉え
なおしたり，等分除の model を用いたりす
ることで解決に至った。  
７． Nao の学習過程の考察 
Nao の学習過程の分析によって二つの知
見を得た。一つ目は，model-of から model-for
への転換と formal knowledge 間の転換の双
方で働く「比較」による転換を見出したこ












７．１．「比較」による転換   
７．１．１．formal knowledge 間の転換 





ライオンの体重 42kg を導いた。次に Nao
は，Kei の考え(子ライオンの体重は 4.2kg)
を受け，□×1.5＝63 と 630÷15＝42 を見比
べた後，4.2kg と 42kg を model-of(4-1-1)
で表された立式の□に当てはめることで，  
4.2×1.5＝6.3 と 42×1.5＝63 とを導いた。
この一連の過程を，図式(図９)に表す場合，
formal knowledge(1)としての A があり，そ
れと formal knowledge(3)としての B を比較






７．１．２．model-of から model-for への
転換 





に 表 す と ， 150 ÷ 25 を 立 式 し た
model-of(2-1-2)としての A があり，それと
B としての 15÷2.5＝6とを比較することで，































き 2.5m に 0.5m が 5 つ含まれることに気付
く こ と で ， 0.5 を 単 位 と す る
model-for(3-1-1) を 形 成 し た 。 Van den 
Heuvel-Panhuizen(2003)は，「領域」による
転換を示すが，formal knowledge が異なる内
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